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アンリ･ド･トウールズ=ロートレック

《ムーラン･ルージュ､ラ･グー｣ノユ》 1891年

2007年2月16日(金)～3月25日(Q)

1891年ベルエポックと呼ばれた新しい文化･芸術がパリを中心に栄えた良き時代､パリの街角に貼ら
れたこのポスターは発表されるや否や大評判となりました｡描かれているのは巨大な赤い風車が目印
のモンマルトルにある有名なナイトクラブ｢ムーラン･ルージュ｣ ｡中央で足を腰の高さまで上げフ
レンチカンカンを踊るのは当時人気絶頂だった踊り子ラ･グーリュです｡前景の男と影絵のような後
景の観客を平面的に描くことで躍動感のある主役を際立たせています｡大胆な構図と鮮やかな色彩､絶
妙な字体と配置､今も昔もこのボスタ-に誘われて足を運んだ人も多いのでは?アンリ.ド.トウ-ル
ズ-ロートレック(1864-1901)は､由緒ある貴族の長男として生まれるも足の成長が止まるという障

害を背負い小人のような容姿にコンプレックスを持ちます｡そしてそれが故に画家を志し貴族の生活
とは正反対の酒場で遊興する人々や踊り子､娼婦などパリの下層で生きる人々の風俗を数多く描きま
した｡

当作品を一作目としてポスター作家として活躍した僅か10年の間に31点のポスターを制作し単なる広
告や情報媒体であったポスターを芸術的なものへと高めていったのです｡本展は､没後100年を記念し
て2001年に天保山サントリーミュージアムで開催された展覧会が巡回するもので､ロートレックのオ
リジナル･ポスター31点を軸に､世界中の著名なグラフィックデザイナー100人が彼へのオマージュ
(賞賛)として制作した100点のポスターが展示されます｡現代に受け継がれるロートレック芸術の魅

力をお楽しみください｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[木村真由美]
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4.1◆しびの一と13号画
一__/.V.ガレとご窟最上乾修考

41121･bCTt議鐙't,I- tーワAgl'一一

一rtル三タ｢:i:感盲
4.藍ilt･#T電三言て新人2 1

:呂二峯亘禁

池田昔ゆ3+a

...ガレ!_已

妄蒜衰勢の〈

C･->･-が　　見た!

哲裏卿､l'
6.3◆イサム･ノグチ-紳学

粟軽tT--ioj:;,一離
1.8◆依田峰子さんを囲んで･･･6

1露が露の慧冨誓

8 ･ (8%oi9etl離vBo,L io::かく

iL=幸三キ二二二~ I

｢代表的な日本食といえば何?｣と問
われたら､何と答えますか?海外の友人に同じ質問をしてみたら､やはりというべきか　｢寿司｣との答え｡このように､一般に国とその地の代表的な食べ物って

結構固定化していますよね｡例えば､ドイツならソーセージ､イタリアならパスタといったところでしょうか｡どれも日本人に馴染み深い食事です｡だけど'あれ?アフリカの国々の代表的な料理って何でしょう?そう!今回の食事はアフリカです-･

アフリカ大陸で有名な　(?)　国といえ

ばエジプトー･エジプトといえばピラミッドやミイラ⊥丁レビなどで目にする古代エジプトは金銀の器や装飾品､色とりどりの花々- ､でもその色彩豊かな世界のなかであまり食事には目がいきません｡ここで古代エジプトの葬送用に制作されたある石碑を見てみましょう｡

古代エジプトでは死後の世界を重要視

したため､ミイラの製作やアヌビス神が死者の心臓をマアトの羽根と天秤で量っている場面､そして神々の絵が有名で､あまり一般的な食卓は出てきません｡けれど､よく探してみると神々への供え物として食物が描かれています｡
この石碑に描かれた供物卓には鴨やビール､

牛の頭､肉や野菜などが山積みされ､右側

その一つが麦です｡古代エジプトではビールは一般的な飲み物で､流れる川のように豊富にあったといいます｡そしてパンは無酵母のものと､天然酵母を使ったものとがあり'形もさまざまで､祝祭用に動物や人の姿をかたどったものもありました｡かの有名なツタンカーメン王のお墓からもパンが出土しているそうですよ｡

エジプトの食べ物=ビールやパンと
はなかなか結びつきませんが'ではこれは?羊の肉　(マトン)　を使ったシシカバブはイスラムの肉料理の基本とか｡二〇一〇年にはサッカーのワールドカップがアフリカ　(南ですが)　で開かれます｡これを機会にアフリカの食文化に触れてみてはいかがでしょうか?

今晩のおかずはシシカバブ?

[石床亜紀]

まみ多ジルり言賜は｢いを牛と物最の
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､え恵にエイ通ののト　○て足たつ供は



Aエミール･ガレとド-ム兄弟展ギャラリートークを終えて[4.28-6.11]

アール･ヌーヴオーの巨匠によるガラス工芸品の展覧会ということもあ
って､たくさんの方がギャラリートークに参加して下さいました｡ ｢ガラ

ス｣とひと言でいっても､作る技法は様々｡どのようにして作られている
のかイメージしながら鑑賞するのも楽しい展覧会でした｡トークの中で､

特別に許可を得て何点かの作品にライトを当ててみました｡すると､今ま
で見えていなかった模様が浮かびあがったり､光の加減でガラスの色が変
わっていく姿にお客様と一緒に魅了されました｡作品の新たな一面を垣間
見た気分です｡ガラスの神秘､作り手の技に感嘆しました｡エミール･ガ
レの作品には､野に生息する素朴な植物､カエルやトンボのような身近な
生物が数多く登場します｡ガレの生きとし生けるものへの愛情を感じずに
はいられません｡もしできることなら-　いつか手にとって彼の作品を楽し
みたいものです｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[和泉悦子]

B依田順子さんを囲んで[7.8]
東京での個展などのために帰国中の依田さん､過密な予定の中時間をやりくりし

て､ civiの前に爽やかな笑顔を見せてくださいました｡しぴの-と11号の｢civiが

見た　高松市美術館コレクション｣の欄で､依田さんの作品｢サスケハナ川｣を取

り上げた際､メールなどで取材させて頂き､ ｢ご帰国の折にはぜひ美術館へ｣とい
った話が幸運にも実現したのです｡

話は､最新作｢吉野川｣の制作風景をビデオで見ながらスタート､生まれ故郷の
徳島県三好市を流れる吉野川を描いたこの作品は､やはり和紙と紙紐を使って蝶の
ような形のパーツをいくつも貼り付ける手法がとられていると､実際に作品に使っ
た物を持ってきて見せてくださいました｡ 5mをこえる大作を傭轍(ふかん)した時

には分かりにくい非常に繊細な手仕事を､手に触れて見ることができました｡アー
ス･ワーク(大地の芸術)､とも許される依田さんの独創性に強い感銘を受けました｡

最近では､紙粘土で｢貝殻｣の形を作り立体のインスタレーションも手がけている
と､作られた｢貝殻｣も手に取らせて頂きましたが､固くて本物の貝殻のようでした｡

依田作品のテーマともいえる｢川｣には､人生は旅を続ける川のようなもの､と
の意味が､ ｢貝殻｣には､ 9･11事件を目の当たりにされた経験

から､屍の意味が日と､日を伏せて話されました｡

仕事場は､家事もこなす台所､とおっしゃる依田さん､ご家族
の芸術活動や猫のお話など､その他諸々､気さくにたくさんのお

話をして下さいました｡初めてお目にかかった方とはとても思え

ず､今では｢サスケハナ川｣や｢吉野川｣の作品がまるで身内の
ように感じられます｡本当に得難い貴重な経験でした｡ (依田さん

は2006年9月12日～10月21E川Yのザブリスキー･ギャラリーで個▲依田順子氏

展′′THE HUDSON〟を開催されます)　　　　　　[石原ミエ子]

C rミツフィー展｣ギャラリートクを終えて[7.21-9.3]
｢ミッフィー｣の生誕50周年を記念しての展覧会｡そのなかで｢左右非対

称でフリーハンド型｣のプロトタイプ･ミツフィーが紹介されていました
が､ご覧になられた皆さんはどんな感想を持たれましたか?私は50年前に
描かれたその素直で自然なラインがとても気に入り､見慣れない｢元祖ミ
ツフィー｣をいつまでも眺めてしまいました｡少し不安そうなに傾いた顔｡
弱々しくも愛くるしい表情に､なんともいえない可愛さを感じたのです｡
ミッフィーの絵本は世界40ケ国語で翻訳されていますが､それぞれの国で
愛称が違う事も今回始めて知りました｡故郷のオランダでは｢ナインチエ｣ ､
フランスでは｢プチ･ラパン｣ ､旦本では一丁うさこちゃん｣等々-いずれも
｢うさぎの子｣という意味です/a/今回は普段と少し雰囲気の違う身近なキ

ャラクターの展覧会なので､'-＼お客様と共に｢発見し合う｣気さくなギャラ

リートークになりました｡もちろん､そんな空気を作ってくれた作者D･
ブルーナ氏にも感謝!                  [大洋宏敏]

D子どものアトリエV｡日0 ｢ブルーナさん､おしえて!｣

(講師:美術作家川l崎展子氏)のアシスタントをして[8.8/9/10]
当館では例年8月に博物館実習の大学生を受け入れ､同時期に開催されるワークショップのアシス

タントを､シヴィの皆さんと共にしてもらっています｡今年の実習生は25名と(恐らく)過去最高人凱

各自､川崎展子先生がミツフィー展とリンクさせて用意した､ 6つのプログラムのいずれかのアシス

タントをしてもらいました｡夏休みでエネルギーが有り余っている(?)子供たち相手に奮闘して

くれた彼らの感想を少しご紹介します｡ ＼
I

◆8月10日午前｢ミツフィー帽をつくろう｣子由たちは紙袋を使ってウサギの耳を作り､絵の具や

折り紙､毛糸､ボタンなど様々な材料で自分だけのミツフィー帽を作りをした｡その後､作った帽

子を被って館内をパレード｡いろんなミツフィー帽が出来上がサてとそも楽しい時間を過ごせまし

た｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[E班円尾若菜]

◆8月10日午後｢絵本を作ろう! ｣すぐに描き出す子､最後まで悩んでいた子､たくさんいたけど､

出来上がったものは同じ物が何一つないユニークな作品でした｡完成してすごくうれしそうに発表

している姿を見て私達もすごくうれしくなりました｡楽しみながら芸術に触れる事の大切さを実感

した体験でした｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[F班三宅奈津季]

ちなみに､実習生には今年も恒例のミニ美術館づくりをしてもらいました｡これは過去にしぴの-と

でも紹介しましたが､ 40分の1常設展示室に､縮小した作品写真を並べ､展示の仕事の疑似体験をし

てもらうというものです｡最後にはギャラリートークもしてもらいます｡一例を紹介しますと､写真

は子供向け課題に取り組んだ班で､マチスのジャズとウォーホルのフラワーズを展示し､部屋の中

央に設置した机で､子供たちに作品からのインスビレーシ]ンを元に切り紙絵を制作してもらうと

いう内容｡題して｢つくっ

てあそばう!展｣｡また､

他にもいろいろユニーク

な企画があり､私自身の

今後の企画のヒントにも

なりそうです｡

[高松市美術館学芸員牧野裕二】 ▲パワーポイントによる｢つくってあそばう!展J ギャラリートーク



鴫とつながるために
圭l　イサム･ノグチ展教育プログラム
8月末､うれしい訪問がありました｡高松市内のとある

小学校の先生方4人が､秋の｢イサム･ノグチ展｣に､子

どもたちを連れて来たいのだけど､受け入れてくれます
か?と｡学年は2年生で､ 200名ほどだとか｡

夏休み恒例となった美術館での小学校教科別研修会
(図画工作)で､紹介させていただいた子ども向けのプ
ログラムに強く心惹かれたM先生｡その感動をほか2学年

担任の先生方に伝えてくださっての来館でした｡ ｢どこ
が良かったのですか?｣とお尋ねすると､ ｢美術館のバ

ックヤードは､子どもたちをわくわくさせながら裏方の

大切さを知らせることになるし､常設展で作品を見なが
ら(川柳)に興じることは､子どもたちこそ得意になっ

て楽しむことでしょう｡また美術作品のカードを使った

(アート･ゲーム)は､思わず私自身も熱中してしまい､

この遊び心のある鑑賞方法は授業に取り入れられると恩
いました｡ ｣と､ご自分が主体的に美術館で楽しんだ様

子を語ってくれました｡そして､そうした体験を子ども

たちにもさせたい､と｡その申し入れ､とても嬉しくて､

当日は子どもたちを小グループに分け､ ｢イサム･ノグ

チ展｣を中心に､作品と能動的に関われるプログラムを

展開します､と即答してしまいました｡

さて､そのイサム･ノグチさんは､晩年､香川県牟礼

にアトリエを構え､石の作品を制作した世界的な彫刻家｡

香川ゆかりのイサムさん､その想像の翼は､私たちを様
々なところ-と連れ立ってくれます｡子どもたちと一緒

に､イサムさんの翼に乗って､展覧会を楽しみたいと今

からわくわくします｡

その一つに､会期中の10月21日(土)の午前中､まるごと

探偵クラブ｢イサム･ノグチ　探検記｣ (事前申込制)を

開催する予定です｡ (クイズをしながらスタンプラリー)

▲カードゲームに興じる光′F.)1-.

(作品当てっこ) (つなぐ形をつくろう) (石との対話)

など､美術館の各サイトを子どもたちとクルーズすると
いうものです｡

現在､これら｢ノグチ展を楽しむプログラム｣の内容に
ついて､美術館ボランティア｢civi｣と中学校美術の先

生方とともに､喧々謂々と話し合いを積み､企画を練り

上げている最中です｡各自がイサムさんに深く向かい合
い､そこに見たものや体得した考えを交換しつつプログ

ラムを構築しようとしています｡本展覧会は11月12日に

終了しますが､香川県内には｢イサム･ノグチ庭園美術

館｣はじめイサムさんの作品が展示されたり所蔵されて
いる所があり､学校の授業でもきちんと取り上げること

が可能です｡ですから､授業へと発展できるプログラム

を作れたらとも考えています｡
また､当日参加してくれた子どもたちには､イサムさん

の彫刻のことはもちろん､ジャンルの垣根を越えて表現

することの楽しさや､いつもとは違うお友だちや大人の

人々と活動することの面白さを知ってもらえることにな

ればと思います｡そして､お互いが世界の広がりやつな
がりを感じあえたら､と｡ [高松市美術館学芸員毛利直子]

----父~醇蜜I-_S一･

目を澄ましてじっくりと見て下さい｡心がゆったりとして､豊かな気持
ちになりませんか｡この作品は新進気鋭のアーティスト､押江千衣子の
作品です｡

彼女は京都芸大大学院在学中に､油絵具での制作に思い悩みオイルパ
ステルを用い始めました｡その頃､大学のキャンパス近くで､高さ1､ 2

メートル､大きな茎と葉を持つヨウシュヤマゴボウを見かけ､私の描き
たかったものはこれだ!と思い至ったそうです｡その描き方は､左手に

描く対象となる植物を持ち､右手の腹や指でオイルパステルと油彩で下
書きをせず直接画面に描き込んでいくといった独特のものです｡草花の力
強さが伝わってきますね｡

この絵に描かれているのは春から夏にかけて花をつける｢ヤプレガサ｣ 0

大胆で､みずみずしく新鮮な色彩で彩られています｡植物の生命が画面
の中で完結してしまわないよう工夫された余白を生かした構図､そして
画面上でのびやかに広がる単純化された植物は生命感に溢れ､穏やかな
やさしさを湛えています｡

｢春はれんげ草､タンポポ､ツクシ､白ツメ草-秋はヒガンバナ､柿､

あけび､どんぐり､コスモス-｡今までずっと側にあって､あるのがあ

たり前だったもの､出会ったときすぐにこれだ､と気づかないで見過ご
してしまうかも知れないなにか､そういったものを､耳を澄まし､目を

澄まして見たまま､感じたままに描きとめたい｡ ｣ (押江千衣子『目を

澄ます』求龍堂)と彼女は述べています｡　　　　　　[植松紀子]

(本作は､ 2006年11月23日～12月10日開催の高松市美術館コレクション展Ⅰにて展示予定)

押江千衣子《ツヅク》一九九七年油彩･オイルパステル･麻布　二八二×三八八c ∩

高松市美術館コレクション　-
C･-V-が　　見た!
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■在りし.臼のイサム
･ノクチ氏が牟礼で

歴史を刻んでいた頃､

背景の五剣山の裾野は
まだ青かった　無残に
削られてどんどん形が
変わっていく五剣山を毎
日眺めていますD　これも大

地の彫刻と思えば
[池田幸子]

■いろいろな国の食べ物が

氾濫している今の時代､と
この国の食事か意識せずに
食べているものも多いこと
に驚きました｡柔軟に他国
の文化を受け入れることがで

きるのも日本人の特徴でしょ
うか｡美術との出会いは､学

校では学-ないことの連続です
ねo l石床亜希]

■初対面の依田さん､涼しげな

黒の装いでしたが優しい笑顔か
らは､まるで七色の光が､
｢ニューヨークに是非いらっしゃ

い｣　ニューヨークでお茶漬けを

こ馳走になりたいものです｡ほん

とうに素適な方でした｡

[石原ミエ7-]

■ギャラリートークで紹介した作家
に対して､何かしら強い思い入れが
生まれます｡作家が生まれ育った故郷､
影≦欝を受けたものなど｡不思議とトー
クが終わった後に､もっと知りたいl

と思ってしまいますo　　[和泉悦子]

■今回､押江千衣子の作品に触れ､失わ

れかけている日本の自然を､彼女ととも
に取り戻したいlと心から思いましたo

子供の頃､そこここに溢れていた自然の
草花-その伸びようとする力､枯れゆく
さ圭　高松には､いつまでもあってほしい

な-o　　　　　　　　　　　[植松紀子]

■n n　ミッキー.マウス､スヌーピー､

(･ ･)ピングー､グルミット､トーマス

数ある外来人気キャラクターの中で､私はミ
ッフィーが一番好きだなQ　　[大揮宏敏]

■故郷､南フランスの占~都アルビのトクール
ーズ-ロートレック美術館には彼の作品の6割

にあたる1000点が収蔵されているそうです｡い
つの日か行けるといいなあ･･･o　[木村真由美]

■心を打つ芸術に出会った時､ r+ごい｣とか
｢美しい｣とか､そんなボンヤリした言葉で済ま

さないように心掛けてます｡鈍な私には､これが

結構厄介な作業で｡　　　　　　　[合田笑子]

､　　　　-

tLt十十Ⅳi

■前々号からしびの-とのデザインをしていますが､

今回少々テイストを変えてみました｡斜めの配列を
多用したり､創刊号からあった手書きの点線による
囲みをやめたりなど｡簡明さを目指していますが､
デザインの難しさと奥深さを実感している今日この頃
ですo　　　　　　[高松市美術館学芸員牧野裕二]

■田一旧川--Lp

■ ｢イサム･ノグチ展｣の搬入が始まった｡大型トラ

lL川""Ⅳ.Ei.

＼誓言撃,JdもLQ蒜墜望

詣芸諾濫読15宕繁男を濃霧品謡借＼
和泉正敏さんとそのスタッフ｡彼らの見事で美しい技術
と石と生きるプライドに､魅入ってしまった｡会場に磁

場を生み出した瞬間だったD [高松市美術館学芸員毛利直子]

功名.ご一緒I 汰

2006年3月25日(土)西山美なコさんの

ワークショップ&トークに参加して
桜に少し早い3月下旬､案内チラシのばらの舞台に心奪わ

れ､即座に参加決意しました｡初めてお会いした西山さんは､

予想に反してサロペット(-作業ズボン)姿で､作品とのギ

ャップに面喰いました｡用意されたのは段ボール紙でつくら
れた等身大の｢顔出しぬり絵｣ ｡各自がポスターカラーで自

由に彩色します｡童心にかえってのぬり絵は日頃にない(?)

集中力で筆を持つ手も真剣｡その後､完成した作品を抱きか
かえてエントラスに集合し､お互いの作品から顔を出したり

と､和気藷々(あいあい)の作品鑑賞｡そのまま商店街のパ
レードヘo　女性の乙女

ごころを刺激したよう

で幼稚園児からご年配
の方まで幅ひろい年齢

層の｢かわいい｣攻撃

を浴び､美術館に戻っ
てからも興奮が治まら

ないほどo　ワークショ

ップに続き､西山さん
のトーク｡作品の一つ
一つにコメントを頂い

た後に､うかがった創

作の裏話は､等身大の
ぬり絵とともに素敵な

お土産となりました｡

[高木由貴子]
▲高松市美術館ワークショップ恒例､商店街ゲリラ行進

/

///一一憲崇琵買主葦琵宗･F

T/ミl)

GI-I5

期を終え､あ

う　6月11日早

.Li-_: ∴~∴し...㌦卜十二一Lr∴‥言

倒れるものも出てくるでしょう｡今回の地震でも最大は震度
た｡展示作品は､転倒防止用のジェルやシートを底につけた

ス(釣り糸)で固定したり､免震台を用いたりと､ガラスの

品だけに､あの手この手で対策を講じていましたが､それが

た側面もあるかと思います｡作品はこの世に1点しかない貴重

化財o万全を尽くしておいて正解でした0

9時､エルミタージュ美術館から来たクー

リエ(作品点検などをする役目の人達)の

お二人が来館しましたが､それほど気にし

ていないようで､これまたほっとひと安心o

それにしても､関係者一同がなによりも心

配していた地震が､最後の最後にやって来る

とは､サッカーワールドカップの日本一オ
ーストラリア戦の逆転負け(執筆当時の出

でし

テグ
い作

奏し

-　　　-∴　一　二　A-
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▲須田悦弘さんと設置された作品

2006年8月11日(金)須田悦弓

丸亀市猪熊弦一郎現代美術
に来られていた須EEL悦弘(よしひろり　さんに､

＼

･〕･章工::書i ::･ ∴ -㍗:::: /･::

館に来られると､館内を一巡した後､

所を設置場所として選ばれました｡そ
田さん自ら脚立に登り､電動ドリルでフ

け､そこに作品を設置されました｡設
として須田さんが選ばれたのは､ (意外にも

1階常設展示室の出口にある大理石の門の
-ナ一部分o常設展示室にお越しいただい

二二二∴　二
碍松宙美術館学芸員　牧野裕二]

零Ei
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